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ペイントアプリケーションにおけるタッチアクションを用いたエフェクトの
提案

武藤 寛 井川 裕貴 瀬川 典久 杉野 栄二 澤本 潤∗

概要. 近年タブレット端末が普及してきているとともに、タブレット端末用のアプリケーションを用いて
絵を書く人が増えてきた。従来のペイントアプリケーションでは、画面上のキャンバスの上部や側部にペン
の種類や色、太さを変更するためのツールバーが表示されている。しかし、これらの機能性が操作を複雑に
し、自由な発想を妨げていた。そこで本研究では、シンプルなインターフェースを持つ enchantMOONを
用いて、自由な発想を実現する操作方法として手を使った鉛筆エフェクトを提案する。

1 はじめに
本格的なイラスト描画を行うデジタルデバイスと

してペンタブレットや液晶タブレットが挙げられる
が、近年タブレット端末が普及してきているととも
に、タブレット端末用のアプリケーションを用いて
絵を書く人が増えてきた。タブレット端末で絵が描
ければ、改めて機材を買い揃える必要がなく、趣味
や遊び目的で絵を描く人にも容易に環境が整う。
従来のペイントアプリケーションでは、インター

フェースとしてウィンドウの中央に描画用のキャン
バスがあり、上部や側部にツールバーというレイア
ウト構成がほとんどである。それらのツールを使っ
て描いたものに対してエフェクトをかけるが、その
操作は直感的なものではなく、使い方を覚える必要
がある。これでは単純に絵を書くことが目的である
のにも関わらず、手間が増えてしまった。そして、こ
の手間がユーザにストレスを感じさせていた。デッ
サンやアイディアスケッチの場合このようなストレ
スを感じることは発想の妨げになってしまう。
本研究ではシンプルなインターフェースを持つ

enchantMOONを用いて、自由な発想を実現する
操作方法として手を使った鉛筆エフェクトを提案す
る。具体的にはツールバーの代わりに手によるタッ
チイベントを用いる手法である。ここで手を使う意
味として、現実世界で絵を描く際に紙と鉛筆を使う
というシチュエーションを想定している。筆跡の周
りをぼやかしたいときは紙を指で擦るようにデジタ
ルデバイスも画面を擦ることでぼやけるのが理想だ
と考えた。
今回の研究で用いた enchantMOONは iPadや

Android タブレットとは異なる斬新なインターフ
ェースで話題を呼んだ。iPadや Androidについて
も従来のパソコンと比べて直感的な操作が可能では
あるが、まだまだ使いこなせないという声も多く耳
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にする。そこで本研究の延長で鉛筆に限らずに様々
なエフェクトについても現実世界に近いアクション
で行うことにより、デジタルデバイスをアナログと
同様な操作ができればユーザへの負担を解消できる
と考えられる。

2 関連研究
ペイントアプリケーションのツール選択のイン

ターフェースとしてユーザが自由にレイアウトを変
更できるシステム [1]や音声入力を用いる研究 [2]が
ある。音声入力を用いる手法ではオノマトペを用い
ることで、感覚的にツールを選択することができ、
絵を描く事が楽しくなる。音声入力では場所を選ん
でしまうという欠点があった。本研究では手の動作
を用いることでこの欠点を改良することができた。

3 enchantMOON

本研究で用いる enchantMOON[3]（図 1）とは、
ユビキタスエンターテイメント社が開発したタブ
レット端末である。ほとんどの操作をデジタイザー
ペンによる手書きと指のタッチ（図 2）のみで行う
シンプルなインターフェースである。筆跡ストロー
クのデータ構造は、X,Yの座標と筆圧の 3つで構
成されていて JSON形式で保存される。ストロー
クはオブジェクトとして扱うことができ、さらに、
JavaScriptで記述したプログラムを機能として追加
することができる。本研究の実装にあたってこのイ
ンターフェースとストロークに対する動作への機能
追加の容易性から、enchantMOONが最適である
と考えた。、

4 提案するシステム構成
4.1 システム概要
本システムは enchantMOONのシールを用いて

機能を追加するので、JavaScriptで実装される。以
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図 1. enchantMOON全体図

図 2. enchantMOONにおける指での指示例

下に動作フローを示す。図 3に、本システムの動作
を示す。

1. ペンで絵を描く。
2. タッチしてシールを実行。
3. 指で筆跡を擦る。
4. 擦った部分の筆跡がぼやける。

本システムは、ペンで書くという動作と擦るとい
う動作を区別する。それぞれペンイベントとタッチ
イベントで異なる処理を施す。ペンイベントでは描
画を行う。タッチイベントでは指が画面に接したタッ
チダウンイベント、そこから移動するタッチムーブ
イベント、指を離すまでのタッチアップイベントの
3段階に分けられる。エフェクト処理はムーブイベ
ントに対して行う。
エフェクト処理はプロトタイプのため筆跡スト

ロークデータの筆圧を下げることで、筆跡を薄くす

ることができた。

5 まとめと今後の課題
本研究では enchantMOONを用いて、自由な発

想を実現する直感的な操作方法として手を使った鉛
筆エフェクトを提案・試作を行った。これによりユー
ザは現実世界に近い紙と鉛筆を用いる感覚でデッサ
ンやアイディアスケッチが可能となる。
今後はエフェクト処理について調査を進めて、よ

り鉛筆に近い表現ができるように改良を加えていき
たい。
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図 3. 本システムの動作フロー


